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1. データで捉える群馬県の姿
1

注：群馬県（2022）『群馬県多文化共生・共創推進基本計画』2頁より

• 外国人住民数：72,315人（2023年12月末）対前年比 6,989人増（10.7%増）
県人口の3.8%

• 2012年以降増加傾向、コロナ禍で微減するも、再び増加傾向へ

• 国・地域数：115カ国・地域 対前年比 + 6カ国・地域

（県HP関連資料より）
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2023年末、ベトナムがブラジルを抜き最多に。

2

• ベトナム 14,012人

（＋2,103人）

• ブラジル 13,063人

（＋396人）

• フィリピン 8,897人

（＋566人）

• 中国 6,894人

（＋260人）

• ペルー 4,760人

（＋51人）

※2023年12月の数値
括弧内は前年からの増減数

（県HP関連資料より）

群馬県（2018）『多文化共生推進指針』3頁より
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県内最大は伊勢崎市で15,183人（2023年12月）

3

伊勢崎市作成リーフレット
（2023年）より

伊勢崎市 15,183人（＋1,138人）（8.1%）
太田市 13,533人（＋1,442人）（11.9%）
前橋市 8,652人（＋1,040人）（13.7%）
大泉町 8,306人（＋91人）（1.1%）
高崎市 7,020人（＋768人）（12.3%）
※最初の括弧内は前年からの増減数、二番目の括弧内は
前年との増減比率（県HPより）

在留資格（上位5資格）

（県HPより）
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群馬県（2020）『第2期群馬県版総合戦略』7頁より

市町村別の人口増減状況から眺めてみると・・・
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伊勢崎市で２千人、太田市で３千人、大泉町で1千人超の外国
人住民の増加。Cf. 吉岡町は「自立持続可能性自治体」へ。
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群馬県（2020）『第2期群馬県版総合戦略』7頁より

さらなる参考として、
※上毛新聞「20市町村 消滅可能性 20~50年若年女性減少を根拠に」（2024年4月25日）
※上毛新聞「出生数 初の1万人割れ。率も1.25過去最低 人口減少が加速」（2024年6月6日）
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厚生労働省群馬労働局（2024）『外国人雇用状況の届出集計結果（令和5年10月末現在）』3-4頁より

外国人労働者数は50,324人（2023年10月末）

・身分に基づく在留資格が最多。技能実習、専門的・技術的分野の在留資格なども増加。国籍

別ではベトナムが最大（2020年以降）。ブラジル、フィリピン、インドネシアも増加傾向に。

6
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地域別でも全体的に増加傾向。2023年は、太田11,470人、伊勢
崎9,976人、前橋8,076人、館林7,065人、高崎5,890人。

7

厚生労働省群馬労働局（2024）『外国人雇用状況の届出集計結果（令和5年10月末現在）』8頁より
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地域別の雇用事業所数も全体的に増加傾向。2023年は、伊勢崎
1,026、太田986、高崎878、前橋819、館林663所。

8

厚生労働省群馬労働局（2024）『外国人雇用状況の届出集計結果（令和5年10月末現在）』9頁より
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産業別では製造業が最多、次いでサービス業。
9

厚生労働省群馬労働局（2024）『外国人雇用状況の届出集計結果（令和5年10月末現在）』10頁より
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国籍別の在留資格、県内最大のベトナムは技能実習が4割超。

厚生労働省群馬労働局（2024）『外国人雇用状況の届出集計結果（令和5年10月末現在）』14頁より
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厚生労働省群馬労働局（2024）『外国人雇用状況の届出集計結果（令和5年10月末現在）』12頁より

特定技能での分野は飲食料品製造業、農業、介護、製造三
分野などが多数。飛躍的な増加傾向。

11
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雇用理由の多くは「人手不足の解消」と推測。外国人材はまた
おもてなし文化を支える不可欠な存在へ。

12

・県内企業506社からの回答（丸岡2019）
外国人雇用のメリット（複数回答可）

・人手不足の解消（80%）
・優秀な人材の獲得（27.4%）
・人件費の削減（16.7%）
・社内活性化等（14.4%） など

・県内製造業167社からの回答（岡田2011）
外国人の雇用理由（複数回答可）

・国籍に関係なく有能な人材募集（43%）
・単純労働力の不足（38%）
・人件費の抑制（31%）
・日本人の採用が困難（23%）

・県内のある温泉旅館の様子

・従業員の4割近くが外国人
・フロント業務や仲居もこなす
・「日本の宿おもてなし検定」に向けた勉強

※上毛新聞「湯の国つなぐ ONSEN 1章 担い手の技と志（７）」（2024年4月24日）
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2019年の外国人訪問者数（観光・レジャー目的）は約86,000人
。台湾から25,000人近くが群馬を訪れる。

13

RESAS観光マップ「外国人訪問分析」群馬県（2019年全期間）

※草津、渋川伊香保、水上それぞれの温泉
協同組合による統計では、22年度の外国人
宿泊者は19年比で85％減（稲田2023）
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外国人児童生徒等数（2020年5月現在）は、小学校2278人、中
学校960人の計3238人。うち、日本語指導を必要とする児童生
徒は1340人。

14

文部科学省（2022）『日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査結果について』11頁より

※以下は、令和3年度（2021年度）の調査内容。
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図2、3については丸岡（2020）「群馬県の日本語指導が必要な外国籍の児童生徒数は1261人で、全国10位」より

日本語指導が必要な外国籍児童生徒の母語はポルトガル語、スペイン
語、フィリピノ語など（2018年時点）、生徒数は増加傾向。また、
228人が不就学の可能性あり（2022年5月時点）。

15
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・「多文化共生支援室」設
置（2005年）

・群馬県多文化共生推進指
針（2007年策定、2012年、
2018年改定）

・多文化共生・共創「群馬
モデル」（2020年）

・群馬県多文化共生・共創
推進条例（2021年）

・群馬県多文化共生・共創
推進基本計画（2022年）

*2022年度〜2026年度の5年間

2.  群馬県の多文化共生・共創推進施策

群馬県HP「ぐんま多文化共生・共創啓発スライド」より
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多文化共生・共創推進条例 （2021年）

・群馬県を、学びの
場、仕事の場、生活
の場、文化創造の場
として選んだ外国人
県民は、地域を共に
創る「仲間」

・安心・安全に暮ら
すだけでなく、多様
性を生かしつつ、文
化及び経済における
新たな価値の創造

群馬県HP「群馬県多文化共生・共創推進条例」より

17
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群馬県HP「群馬県多文化共生・共創推進条例」より

18
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群馬県多文化共生・共創推進基本計画 （2022年）

【計画の体系】

・3つの基本方針、8つの目標、各施策
の方向、具体的取組から成る。

・各基本方針のそれぞれにおいて一つ
の重点事業の設定

【基本方針】

I【共生】安心して暮らし続けられる環
境の整備

II【共創】新たな価値を創造する環境
の整備

III 誰一人取り残さない「多文化共生・
共創社会」の実現

【重点事業】

I 「やさしい日本語」の普及
II 多文化共創カンパニー認証制度

III ぐんま多文化共生・共創推進月間

群馬県（2022）「群馬県多文化共生・共創推進基本計画」5頁より
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基本方針 I【共生】安心して暮らし続けられる環境の整備
目標1 行政・生活情報の提供体制整備、相談体制の充実

群馬県（2022）「群馬県多文化共生・共創推進基本計画」6頁より

・あいまいな表現を
避け、わかりやすく
伝えることに重点を
おいた「やさしい日
本語」を普及させ、
外国人県民が理解し
やすい情報提供を推
進

・一般向け講座、群
馬大学医学部生向け
講座、団体向け講座
の実施等

重点事業１：「やさしい日本語」の普及
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基本方針 II【共創】新たな価値を創造する環境の整備
目標 4 外国人材に魅力的な「働く場」づくりの支援
目標 5 外国人材に選ばれる機会の創出

重点事業 2：多文化共創カンパニー認証制度

＜要件＞
・外国人材が企業の新たな
価値創造に貢献できる業務
を担っている。
・外国人材の能力開発の機
会を積極的に設けている。
・外国人材が日本人に交じ
り、企業の役職等に就いて
活躍している。
・その他外国人材の活躍に
つながる支援を行っている。

・認証制度の設立
2021年〜

・3年で11社認定（申
請70件）

群馬県（2022）「群馬県多文化共生・共創推進基本計画」16頁、18頁より
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・成功例だけでなく、失敗したことまでを含め、笑って
話せるような機会。失敗は見え難く、話しずらいが、教
訓としては極めて重要。

22
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基本方針 III誰一人取り残さない「多文化共生・共創社会」の実現
目標 7  県民一人ひとりが主体的に取り組む機運の醸成

重点事業 3：ぐんま多文化共生・共創推進月間

・推進月間の設置

・学校教育や社会教
育で、子供から大人
まで、学ぶ機会を提
供。

・地域の国際化に貢
献する国際交流活動
を奨励、積極的な情
報発信等。

群馬県（2022）「群馬県多文化共生・共創推進基本計画」22頁より

＊明治大学山脇啓造ゼミによる群馬県の多文化共
生・共創をテーマとした【多文化共生MV】
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↑ 2023年10月実施事業

多文化共生イベント→

24
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Katariba公式HP「PressRelease／外国にルーツを持つ高校生のキャリア支援、NPOカタリバと群馬県が連携協定を締
結」(https://www.katariba.or.jp/news/2023/03/30/40573/) （最終アクセス2023年9月30日）

25
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・「多文化共生支援室」設置（2005年）
・2006年調査→ 2007年「群馬県多文化共生推進指針」策定

・定住外国人実態調査

・定住外国人実態調査（外国人調査・日本人調査）

・2010年実施→ 2012年「群馬県多文化共生推進指針」改訂

・2016年実施→ 2018年「群馬県多文化共生推進指針」改訂

・県民意識調査
・外国人県民向け調査「令和2年度外国人県民アンケート」

・日本人県民向け調査「令和2年度多文化共生・共創推進アン
ケート」
・2020年実施→ 2021年群馬県多文化共生・共創推進条例

2022年群馬県多文化共生・共創推進計画

3. 外国人・日本人アンケート調査の結果から
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外国人住民と日本人住民との間における交流意識の差
（2020年調査）

27

西舘（2023）2頁より。
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積極的な交流を求める外国人、傾向は変わらず。2020年で
は7割以上、前回（2016）は6割後半。

<交流を求める理由（複数回答可）>

・「これからもこの地域で生活していき
たいから」71.6%（前回55.7％、前々回
69.9％）

・「日本の文化をもっと知りたいから」
56,4%（前回43.0％、前々回55.9％）

・「日本人の友人がほしいから」46.1%（
前回37.0％、前々回52.8％）。

・そのほかは、日本語を勉強したいから
（43.6%）、子どもが地域の学校に通って
いるから（20.1%）など。

*前回2016年、前々回2010年

→暮らす地域への愛着・思い、日本に対

する興味・関心（文化、友達）などが影
響していると推察。

28

群馬県（2022）『群馬県多文化共生・共創推進基本計画』資料編
「県民意識調査」より
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日本人は必要最低限でよいが半数以上。2016年に比べ、積
極的に深めていくが減少（13.6%→11.5％）、必要最低限が
増加（50.6%→60.1%）。

29

群馬県（2022）『群馬県多文化共生・共創推進基
本計画』資料編「県民意識調査」より

群馬県（2017）『定住外国人実態調査』結果より
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外国人が増えることについては肯定的、否定的二つの意見が混在。
治安・風紀については、経年でのイメージ改善が観察されるも、継
続して注視していく必要あり。

30

群馬県（2022）『群馬県多文化共生・共創推進基本計画』資料編「県民意識調査」より

・⑦は2016年で55.5%、2010年で61.2％。徐々に減少。しかし、はい、いいえが同数程度い
ることにも注目。
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外国人が活躍すること、増えることについての意識は、
年代や場所で大きく異なる。

31

・20代以下は、3割が「好ましい」、4割が「どちらかといえば好ましい」。年代が

上がるほど、好ましいの割合が減少し、「どちらかといえば好ましくないが増え
る」傾向。
・前橋、高崎では6割程度が「好ましい」と答え、「好ましくない」も6.7%（前
橋）、14.6%（高崎）。対して、集住都市では「好ましい」の割合が減り、「好ま
しくない」は2、3倍に増加。

群馬県（2017）『定住外国人実態調査』結果より
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多くの日本人が認識していること、それはいわば「共生」
に関わる課題。

32

・Q13 外国人県民にして欲しいこと（複数回答可）：地域の生活ルールを守る
（88.7%）、あいさつなど基本的生活習慣を身につける（65.4%）など。2016年も同様
の傾向。
・Q14 取り組むべきこと（複数回答可）：地域の生活ルールに関する支援（77.2%）、
日本語の習得への支援（68.5%）など。

課題と認識され難いこと・・・共創に関わる課題意識

群馬県（2022）「日本人向け調査『令和2年度多文化共生・共創推進アンケート』」【調査結果２】より
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外国人は何に困っているのか。日本語のコミュニケーショ
ンに加え、2020年は新型コロナウィルスに関すること。

33

・（複数回答可で）日本語のコミュニ
ケーションに関すること、新型コロナ
ウィルスに関すること、生活費が足りな
いなど金銭的な問題に関すること、日本
人の外国人に対する偏見、差別に関する
こと（差別に関する設問では、半分が差
別を受けた経験がある、と回答）。

・その他には、仕事に関すること、子ど
もの教育に関すること、特にない、など
13項目。

・2016年調査（単一選択式）では、日本
語が分からない（17.5%）、困っているこ
とはない（15.4%）、日本社会に受け入れ
られていない（14.7％）など。

群馬県（2022）『群馬県多文化共生・共創推進基
本計画』資料編「県民意識調査」より
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コロナ禍では様々な課題が（さらに）顕在化、深刻化

34

①困窮 就労週28時間の「壁」 もっと働きたい
のに：日本語学校に通う留学生。週3回弁当工場
で働く。稼ぎは月9万〜10万。学費で5万7千円、
家賃で1万6千円。
②現実 日本語能力 目標届かず バイトと両立難
しく：目標レベルへの到達が難しい現実。昨年
はコロナ禍のため年2回の試験が1回に。
③犯罪 詐欺未遂で現行犯逮捕 コロナで減収 受
け子に：コロナ禍のため勤務時間は半分以下、
収入の大幅減。学費を稼ぐための詐欺。除籍へ。
県内で過去5年間に摘発された留学生の半数が不
法滞在。
④就活 コロナ、宿泊や観光打撃 内定得られず進
級、不安：コロナ禍により例年就職率100%が、
今年3月は6割まで落ち込む。
⑤資格 「特定技能」取得の動き 就労への望みつ
なぐ：特定技能（2019年4月〜、14分野で最長5

年）、2021年3月で2万2567人。1年前の 6倍近
くの数。

※「夢を追う先に留学生の苦悩」シリーズ（全5回）『上毛新聞』
2021年7月14日〜7月18日より。上記の下線部は記事のヘッドライ
ン。「：」部分以降は講演者による書き抜き。

・コロナ禍→可視化された

「不都合な真実」・脆弱性
（鈴木2021）、労働・収
入・居住・差別など18カテ

ゴリーでの影響（荻野
2020）、すでにあった課題

の深刻化・顕在化（山﨑・
西舘2021）
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日本語学習状況については、勉強していないが半数以上（
54.2%）。その主な理由とは？

35

群馬県（2022）「外国人県民向け調査『令和2年度外国人アンケート』」【調査結果1】より

・勉強していない理由（複数回答可）：勉強する時間がない（57.4%）、日本語は難
しいから（27.9%）、近くに勉強できるところがない（20.5%）、どこで勉強できる
のかわからない（14.8％）。Cf. 勉強している人の多くは、一人で勉強している（テ
レビ、インターネット）（71.6％）。

・2016年調査でも、8割以上が日本語の勉強意欲有り。しかし、半数以上が、仕事が
忙しく日本語教室に通えない、と回答。

さらなる参考として、
※上毛新聞「日本語教室 19市町村『空白地』県、オンライン学習充実」（2024年3月6日）
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暮らしに必要な情報として選択された上位項目と下位項目が示唆する
こととは？医療・福祉に加え、経済的不安。日本語や地域のルールは
喫緊の課題として認識されていない可能性あり。

36

群馬県（2022）「外国人県民向け調査『令和2年度外国人アンケート』」【調査結果1】より

・医療（69.3%）、福祉（64.9%）、労働（58.7%）など。少ないのは、日本
語教室の情報（30.7%）、ゴミ出しなどの地域のルール（35.1%）。上位と下
位とも、2016年とほぼ同じ。
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小括：多文化共生・共創をめぐる群馬の現状とは？

（1）増加傾向にある外国人住民

・ベトナムを中心に、フィリピン、インドネシアなど

・働く外国人の増加（特に、技能実習、特定技能など）

・日本語学習に対するニーズの高まり（学校、社会の両方で）

（2）共生だけでなく、共創に力を入れる群馬県

・条例制定から計画の策定

・３つの重点項目：やさしい日本語、共創カンパニー、推進月間

（3）アンケート結果及び経年比較から様々な課題と可能性が示唆

・関わりに対する意識の隔たり

・共生における課題と共創がもつ可能性

4.  課題と可能性についてのコメント
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コメント1：日本語学習環境のさらなる拡大・拡充への期待

・高校における日本語指導 正規授業化 + 学習意欲の向上

※上毛新聞「《教育探訪》高校での日本語指導 外国ルーツの生徒増」「 《教育

探訪》 外国人材活躍 活力に」（2024年1月28日）

・オンライン学習体制の充実

※上毛新聞「日本語教室 19市町村「空白地」県、オンライン学習充実」

（2024年3月6日）
→ 「空白地」のみならず、教室がある地域へもさらなる検討を。

・県立みらい共創中学校（夜間中学）のスタート 2024年4月〜

群馬県関連HPより

38
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・意識レベルにおける２つの差

1）外国人住民と日本人住民間の交流に関する意識

2）共生への認識／問題 ＞共創への認識／可能性

例）日本語学習に関わる継続した課題状況
✅やさしい日本語普及 ＋ 日本語学習環境の充実等

例）日本人の共生、共創意識の現状
✅推進月間 ＋ 対日本人向け教育、啓蒙の充実等

コメント２：「共生」に関わる課題への継続した取組の重要性

例）「共に」の具体的イメージ
✅共創カンパニー制度
✅推進月間 ＋ 広報

※ポイント：関わるさまざまな主体間で（日本
人・外国人のみならず、日本人同士、外国人同
士、県と市町村、事業者と市町村等）
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・「共創」を盛り込んだ県の姿勢は高く評価。
では、共生と共創の ‘あいだ’ をどうデザインするか。

コメント３：外国人住民の ‘声’ をどのように県政に生かすか、どの

ように社会に還元するか。共生と共創の ‘あいだ’ への注目。

共生 共創

・共に暮らすこと
・支援・サポート中

心

Cf. 過度な支援（質的
／量的）は、支援す
る側と支援される側

の固定化を招く。

・共に創ること
・対等な関係に基づ

く協働

Cf. 全員が実現可能
なわけではない。少
数事例の理想化には

慎重でありたい。

目標7 県民一人ひとりが主体的に
取り組む機運の情勢
目標8 県政への多様な意見の反映

✅ 推進月間
＋

・地域自治会等の理解促進
・外国人自助組織等とのネット
ワーク構築
・審議会等への参画促進

＋
・外国籍職員の採用

?
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例）ある留学生から見た◯◯市で暮
らす上での最大の課題とは？

A.安くて美味しいくだもの。

例）技能実習生たちの心配事とは？

A. 社長さんの健康、働きすぎ。

例）社会で活躍できてますか？

A. 活躍している。活躍の場が
もっと欲しい。

誰が、どのように「現状」を捉えるかにより、問題（現状と目標の

差）の諸相は異なる。問題をいかに設定するかは、解決策をも条件付

ける。 →外国人住民の ‘声’ を直に聞く、じっくり聴くことの意義。
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・調査結果の経年精査 → なぜ同じ課題、同じ傾向が現れるのか。
様々な回答の可能性

・調査（外国人・日本人双方に対する定住外国人実態調査、県民意識
調査）で明らかになった様々な課題や気づき

→  指標（評価項目）化する中で限定的な項目へ
→調査結果から得られた問題意識に照らした事業の到達点／課題
の精査が必要ではないか

コメント４：調査結果から策定された目標と各施策、各具体的取り組みを、

どのように評価するか？評価とそのプロセスをめぐる問題意識。

調査結果と
様々な気づき

基本
方針
／
目標
設定

現状と
課題
／

施策の
方向

複数の
具体的
取組
事業

指標

開催回数
件数
人数 など

次
の
調
査
へ
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むすびに代えて 〜共生・共創社会へのさらなる展望を胸に

・施策／具体的事業間の有機的つながりの大切さ cf. 政策の総合

・梶田・丹野・樋口（2005）によれば、
左の４つの象限（社会政策の領域）全てが
可能となることで、豊田のブラジル人不就
学児童は減少した。

・群馬県における多文化共生推進士への再
注目。19名がそれぞれの専門分野を持ち、
多文化共生に関わるトレーニングを受けた
専門家集団。NPO法人多文化共生ぐんま
として現在も活動中（西舘2023）。

・地域社会のあり方、地域づくりを巡る課題
例）野球少年アンドレくんのストーリー

→アンドレくんに声をかけた監督の存在
（なぜそもそも声をかけ得たのか？について考えたい）
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・稲田純也（2023）「県内主要温泉地における外国人の宿泊動向〜今後の外国人誘客や満足
度向上に向けて〜」『ぐんま経済』（480）、18-25頁。

・岡田勉（2011）「アンケートにみる県内製造業における外国人の雇用動向」 『ぐんま経
済』（341）、群馬経済研究所、10-19頁。
・荻野剛史（2020）「新型コロナウィルスが在日外国人の生活にもたらした影響とその対
応」『東洋大学社会福祉研究』第13号、12-19頁。
・梶田孝道・丹野清人・樋口直人（2005）『顔の見えない定住化：日系ブラジル人と国家・
市場・移民ネットワーク』名古屋大学出版会。
・群馬大学多文化共生教育・研究プロジェクト推進室（2014）『平成21年度ー25年度 群馬
大学・群馬県「多文化共生推進士」養成ユニット』群馬大学多文化共生教育・研究プロジェ
クト推進室。

・群馬県総合教育センター（2021）『外国人児童生徒等への学校生活支援 ぐんまのぐんぐ
んガイド』群馬県総合教育センター。
・鈴木江理子編著（2021）『アンダーコロナの移民たち〜日本社会の脆弱性があらわれた場
所』明石書店。
・西舘崇（2020）「外国にルーツを持つ子どもたちを支える社会をいかに創るか〜「対話の
可能性に注目して〜」『生活教育』第72巻第５号、2-6頁。
・ーー（2023）「カギを握る日本人同士の対話〜県民意識調査結果から考える」『絆』ぐん
ま人権情報誌Vol.28、2-3頁。
・ーー（2023）「『多文化共生ぐんま」による多文化・共生事業に学ぶ」『共愛学園前橋国
際大学論集』第24号、181-195頁。
・西舘崇・大嶋果織・本堂晴生（2019）『群馬で学ぶ多文化共生』上毛新聞社。
・丸岡美智世（2019）「群馬県内企業における外国人雇用の動向」『ぐんま経済』（438）
群馬経済研究所、8-19頁。
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